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主  論  文  の  要  約  
Foveal abnormalities determined by optical coherence tomography 
angiography in children with history of retinopathy of prematurity  
（未熟児網膜症の病歴を有する小児における光干渉断層血管造影法（ OCTA）に
よりみられた中心窩の異常）                                    
                   東京女子医科大学眼科学教室   
（指導：飯田知弘教授）㊞  
                     髙木  まなみ   
Eye on line （ 2019 年 7 月 4 日発行）に掲載  
【目  的】  
光干渉断層血管造影法 (OCTA)を用いて未熟児網膜症（ ROP）の病歴を有する




中心網膜厚（ CRT）、および中心窩 bulge を測定した。   
【結  果】  
ROP 群における平均 FAZ 面積は対照群よりも有意に小さく（ p＜ 0.01）、平均
CRT は、有意に厚かった（ p＜ 0.01）。  ROP 群の 3 例、 5 眼（ 10.4％）では、
FAZ のサイズは測定できなかった。  FAZ 面積と CRT との間の相関は、両群に
おいて有意であった（ p＜ 0.01）。 2 群間で中心窩 bulge の高さに有意差はな
かった（ p = 0.64）。             
【考  察】  














また、レーザー治療歴のある眼の平均 CRT は、レーザー治療歴なしの ROP 眼




【結  論】  
ROP の既往歴のある児は、未熟児ではなかった児よりも FAZ 面積が小さく、
CRT が厚かった。また中心窩 bulge の高さに有意差のないことがわかった。
OCTA は、小児でも中心窩の網膜血管構造と形態を非侵襲的に評価するための
有用な方法である。                
